
家畜ふん堆肥の円滑流通支援

畜産技術センター企画指導部普及指導課 実施期間：令和６～７年

課題・目的

活動内容

今後の展開

■耕種経営体の減少や高齢化による労働力不足、堆肥舎等施設の老朽化
の影響で堆肥の施用が減少しており、堆肥の滞留が課題となっている。

■一方で、長年に渡り有機物を施用しないことで、土壌の地力低下が課題と
なっている。

■そこで、関係機関と連携し、耕種経営体と畜産経営体のマッチングを推進
することにより、家畜ふん堆肥の円滑な流通と土壌地力の向上を図る。

■令和６年度は三浦半島地域を、令和７年度は藤沢市をモデル地域とし、
農業技術センター、農協と連携して、家畜ふん堆肥の利用推進に取り組ん
だ。

■地域ごとに堆肥の利用方法や堆肥販売情報を掲載したパンフレットを作
成し、耕種経営体への情報提供を行った。

■家畜ふん堆肥の利用は地域により状況が異なるため、今後も地域の取
組を支援する。

■家畜ふん堆肥の品質は経営体による差が大きいことから、品質向上に
向けた技術支援を行っていく。

■今後も地域での取組を継続支援しながら、家畜ふん堆肥の円滑な流通
を目指す。

■耕種経営体と畜産経営体のマッチング
を図るため、農業機械展示会の会場に
家畜ふん堆肥のブースを設けてＰＲを
行った。

■マッチングの結果、堆肥を利用したい
耕種経営体がみつかり、畜産経営体とつ
なげることができた。 家畜ふん堆肥のブース
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